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米子市内のホテルで懇親会 足立美術館の前で 

清水寺・紅葉館の精進料理 5万坪の日本庭園 

▼
中
国 

 秋
の
山
陰
大
会
開
催 

菅
川 

幹
人
（Ｈ
Ｔ
Ｖ
） 

中
国
民
放
ク
ラ
ブ「
秋
の
山
陰
大

会
」
は
、
10
月
15
日
（
水
）
鳥
取
県
米

子
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
米
子
で
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

翌
16
日
（
木
）
に
は
、
ゴ
ル
フ
組
と
観

光
組
に
分
か
れ
て
秋
晴
れ
の
一
日
を

楽
し
む
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の

雨
模
様
。
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
ゴ
ル

フ
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 懇
親
会
は『
高
原
列
車
は
行
く
』の 

ス
ト
レ
ッ
チ
で
盛
り
上
が
り 

懇
親
会
は
、
４
人
の
来
賓
（
日
本
民

放
ク
ラ
ブ
木
村
事
務
局
長
、
地
元
放

送
局
か
ら
Ｎ
Ｋ
Ｔ
山
根
常
務
、
Ｂ
Ｓ
Ｓ

森
下
取
締
役
、
Ｔ
Ｓ
Ｋ
清
田
専
務
）
を

は
じ
め
、
41
名
の
会
員
が
参
加
し
、
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。 

ゲ
ス
ト
は
島
根
県
安
来
市
（
や
す
ぎ

し
）
出
身
の
作
曲
家
・
音
楽
療
法
セ
ラ

ピ
ス
ト
の
田
部
由
美
子
（
た
な
べ
・
ゆ
み

こ
）
さ
ん
。
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
で
す
。

『
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
』『
恋
の
バ
カ
ン
ス
』

な
ど
６
曲
、
そ
し
て
ス
カ
ー
フ
を
使
っ
て

参
加
者
全
員
で『
高
原
列
車
は
行
く
』

を
歌
い
な
が
ら
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る

な
ど
、
30
分
余
り
の
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
高
齢
者
に
は
優
し

い
ス
ト
レ
ッ
チ
で
し
た
。
大
い
に
食
べ
、
飲

み
、
話
し
、
充
実
し
た
懇
親
会
で
し
た
。

来
年
は
山
口
で
開
催
予
定
で
す
。 

 庭
園
日
本
一
の
足
立
美
術
館
と 

精
進
料
理
（清
水
寺
）
を
楽
し
む 

翌
日
の
観
光
に
は
24
名
が
参
加
、

山
陰
支
部
・
北
尾
理
事
が
案
内
役
を

務
め
て
く
だ
さ
り
、
安
来
市
の
足
立

美
術
館
と
清
水
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。 

足
立
美
術
館
で
は
、「
庭
園
も
一
幅

の
絵
画
で
あ
る
」
と
い
う
創
設
者
・
足

立
全
康
（
ぜ
ん
こ
う
）
の
思
い
と
情
熱

を
伝
え
る
５
万
坪
の
日
本
庭
園
と
、

そ
れ
ら
を
守
り
伝
え
る
庭
師
集
団
、

横
山
大
観
な
ど
近
代
日
本
画
壇
の
代

表
作
や
北
大
路
魯
山
人
の
作
品
な
ど

を
堪
能
し
ま
し
た
。
こ
の
美
術
館
は
何

度
訪
れ
て
も
飽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

そ
の
後
は
、
創
建
１
４
０
０
年
の
歴

史
を
誇
る
清
水
寺
を
訪
問
し
、
境
内

に
あ
る
創
業
１
５
０
年
の
食
事
処
「
紅

葉
館
」
に
て「
鰻
の
か
ば
焼
き
も
ど
き
」

（
木
綿
豆
腐
や
長
芋
な
ど
を
使
用
）
を

は
じ
め
と
す
る
精
進
料
理
を
味
わ
い

ま
し
た
。 

 
 


